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1 はじめに 
私たちは普段音を聴くとき頭部を動かす。

なぜなら、私たちは頭部を動かすことで音像

定位が正確になることを知っているからであ

る。音像定位における頭部運動の効果は

Wallach [1]の報告以来知られている。しかし、

音像定位を行う際に私たちがどのように頭部

を動かしているか明確ではない。 
水平面音像定位実験中の頭部運動について

はいくつかの報告がある[1,2,3]。我々も、頭

部静止条件と頭部運動条件での水平面音像定

位実験中の頭部運動について報告を行った

[5]。しかし、正中面音像定位実験中の頭部運

動についての報告はない。 
本報告では、音像定位時の頭部運動戦略を

探ることを目的として、頭部運動条件での正

中面音像定位実験中の頭部運動を計測した結

果について述べる。 

2 実験方法 
音像定位実験中の被験者の頭部の位置と角

度は、被験者の頭頂部にモーションセンサ

（Flock of Birds, Ascension Technology）を固定

して、サンプリング周波数 128 Hz で計測した。 
頭部運動を計測したのは、500 Hz 以下の低

域通過雑音（LPN）、12 kHz 以上の高域通過

雑音（HPN）、広帯域雑音（BN）を用いた実

音源の正中面音像定位実験中である。LPN と

HPN の頭部静止条件での定位正答率は 40％
以下、BN は約 70％である[6]。刺激音の呈示

時間と呈示間隔はいずれも 3 秒で、半径 1 m
の正中面半円周上に 30°間隔に置かれた 7個
のスピーカ（Fig. 1）から刺激音ごとにランダ

ムに呈示した。 
被験者は、刺激音呈示中は目を閉じるよう

に指示され、頭部を yaw 方向に自由に回転す

ることを許された。これは、正中面音像定位

においても頭部の yaw回転が効果的だからで

ある[7]。回答は定位方向を 30°ごとの強制選

択で口頭で回答させた。各スピーカから 5 回

ずつ、合計 35 回の刺激音呈示を 1 セッション

とし、各被験者は刺激音ごとに 4 セッション

の実験を行った。したがって、刺激音の呈示

角度ごとに、20 個の頭部運動データを得た。

被験者は、20 代の男性 4 名である。 

3 実験結果 
 Fig. 2 に LPN に対する被験者 A の頭部の

yaw 回転の一例を示す。頭部の roll、pitch 回

転は、頭部の yaw 回転に伴って動いているが

10°以下であった。灰色線は刺激音波形、赤

線は頭部の yaw 回転の軌跡である。青と緑の

丸はそれぞれ刺激音の呈示角度と定位した方

位角を示しており、2 回目の刺激（150°から

呈示）の時、90°に定位し、7 回目の刺激

（180°から呈示）の時、150°に定位してお

り、定位を誤っている。この被験者は刺激音

の呈示角度による頭部の動かし方に違いはな

く、約±60°の範囲で頭部を回転させていた。

また、すべて左右両側に頭部を振っていた。 
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Fig. 1 正中面のスピーカ配置 
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Fig. 2 LPN に対する被験者 A の頭部の yaw
回転の一例 
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Fig. 2 被験者 A の刺激音呈示角度に対する頭部の yaw 回転の平均値、最大値、最小値。 
 

Fig. 2 は刺激音呈示角度に対する被験者 A
の頭部を左右両側に振った場合の頭部の yaw
回転の平均値、最大値、最小値を、刺激音ご

とに示したものである。図中の N は両側に頭

部を振った場合の回数で、被験者 A は、刺激

音の種類や呈示角度によらず全ての場合で、

頭部を左右両側に振っていた。他の被験者も

ほぼ 100％、頭部を左右両側に振っていた。 
 被験者Aは±80°の範囲で頭部を左右に均

等に振り、刺激音の種類や呈示角度による頭

部の yaw 回転に違いはなかった。被験者 B は

被験者 A と同様の戦略をとっていた。一方、

被験者 C は定位が困難な LPN と HPN の頭部

の yaw 回転が約 70°であるのに比べ、BN は

約 10°～20°小さかった。しかし、刺激音の

呈示角度による頭部の動かし方に違いはなか

った。被験者 D は刺激音の種類や呈示角度に

よる頭部の動かし方に違いはないが、どの刺

激音でも約±50°の範囲で頭部を動かしてお

り、他の被験者と比べると動きが小さかった。 
このように、被験者や刺激音の違いによる

頭部運動戦略には大きな差がなかった。また、

水平面と正中面での音像定位実験中の頭部運

動戦略を比較すると、水平面音像定位中の頭

部運動戦略は、頭部を左右両側に振る場合と

片側だけで振る場合があり、音像のある側を

向いて頭部を回転させるというもので、刺激

音の呈示角度による頭部の動かし方に違いが

ある。一方、正中面音像定位中の頭部運動戦

略は、ほぼ 100％頭部を左右両側に振り、常

に正面を中心に頭部を左右均等に回転させる

というもので、刺激音の呈示角度による頭部

の動かし方に違いはない。 
なお、頭部運動条件での定位正答率は、LPN

と HPN が約 70％、BN が約 90％であった[6]。 

4 まとめ 
 低域・高域通過雑音と広帯域雑音を用いて、

頭部運動条件での正中面音像定位実験中の被

験者の頭部運動を計測した。その結果、全て

の被験者の頭部運動戦略には大きな差がなく、

頭部を±80°以下で左右両側に均等に振るこ

とがわかった。 
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